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去
る
七
月
十
二
日
に
「
日
時

計
主
義
と
与
え
る
生
活
を
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
信
濃
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
（
ネ
ッ

ト
と
対
面
を
合
わ
せ
て
二
十
九

名
が
参
加
）
。
午
後
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
「
与
え
る
生
活
の
喜

び
」
と
題
し
て
、
三
名
の
会
員

の
方
に
舞
台
前
に
並
ん
で
発
表

し
て
も
ら
い
、
ネ
ッ
ト
や
会
場

か
ら
の
質
問
に
答
え
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

三
方
は
、
塚
原
静
子
さ
ん
、
塚

原
好
男
さ
ん
、
手
塚
香
お
る
さ

ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
小
学
校
の

裁
縫
の
授
業
の
支
援
を
し
た
り
、

公
道
の
草
刈
り
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
へ
の
食
料
の
提
供
な
ど
の
与

え
る
生
活
の
素
晴
ら
し
い
事
例

を
発
表
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

手
塚
さ
ん
は
、
月
一
回
、
千

円
で
カ
ッ
プ
麺
を
購
入
し
て
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
寄
付
を
し
て
い
ま

す
。
私
が
、
「
千
円
で
は
カ
ッ

プ
麺
が
い
く
つ
も
買
え
な
い
の

で
は
？
」
と
問
う
と
、
「
い
え
、

百
円
の
カ
ッ
プ
麺
が
結
構
あ
る

ん
で
す
」
と
の
こ
と
。
し
か
も
、

試
食
し
て
美
味
し
い
も
の
だ
け

を
選
ん
で
い
る
と
か
。
そ
の
母

心
に
い
た
く
感
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
化
部
の
会
場
に
杖

を
つ
い
て
参
加
し
て
い
た
高
齢

の
白
鳩
会
員
が
、
自
身
の
与
え

る
実
践
例
を
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。
名
前
を
南
延
子
さ
ん
と

い
い
、
「
私
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
週
三
回
通
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
で
み
ん
な
の
前
で
笑
い
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
す
の
で
し
た
。

私
は
、
「
え
っ
？

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
う
の
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
で
は
な
い
の
で

す
か
？
」
と
問
う
と
、
南
さ
ん

は
「
い
や
、
私
は
皆
さ
ん
に
笑

顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
」
と
き
っ
ぱ
り
。

一
般
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

運
営
側
が
、
ゲ
ー
ム
や
手
芸
、

ク
ラ
フ
ト
製
作
、
身
体
を
使
う

運
動
な
ど
を
創
意
工
夫
し
て
通

所
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
南
さ
ん
は
、
自
身
が

与
え
る
側
に
立
っ
て
、
人
々
を

明
る
く
す
る
社
会
貢
献
を
し
て

い
る
の
で
す
。

南
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
に

教
化
部
で
練
成
会
を
開
催
し
て

い
た
時
に
も
、
笑
い
の
練
習
の

先
導
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
、
御
年
〝
八
十
八
歳
〟
。
彼

女
の
周
囲
に
は
笑
い
の
渦
が
ま

す
ま
す
広
が
り
そ
う
で
す
。
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身
近
で
で
き
る

社
会
貢
献

教
化
部
長

山
岡

睦
治

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！

紙
媒
体
の
『
し
ら
か
ば
』
八
月
号
に
は
、
本
枠
内

に
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
の
新
刊
書
『
二
百
字
日
記

３
』
よ
り
８
月
１
日
の
日
記
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
際
本
部
か
ら
の
著
作
権
に
関
す
る

指
導
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
媒
体
で
の
先
生
の
ご
文
章
の

掲
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
告
知
板
】

八
月
の
〝
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ
〟

（
長
野
県
教
化
部
）
の
開
店

日◆
八
月
九
日
（
土
）

午
前
十
時
～
十
二
時
ま
で

・
お
墓
の
相
談
、
受
付
ま
す
。

（
マ
ス
タ
ー
：
山
岡
睦
治
）
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義
母
と
い
う
人

白
鳩
会
教
区
連
合
会
副
会
長

小
林
智
恵
子

片
付
け
に
て塩

尻
相
愛
会

小
野

寛
熙
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私
の
家
の
前
の
道
路
は
、
小

学
生
が
集
団
登
校
で
通
る
道
で

す
。
五
・
六
人
の
生
徒
が
六
年

生
の
班
長
と
一
緒
に
通
る
時
、

私
は
大
き
な
明
る
い
声
で
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
挨
拶
を
し
ま

す
。
子
供
達
も
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま

す
。
或
る
朝
私
は
庭
の
植
木
の

伸
び
た
つ
る
を
切
っ
て
い
て
後

向
き
で
し
た
が
、
そ
の
朝
は
子

供
さ
ん
の
方
か
ら
明
る
い
声
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

聞
こ
え
あ
わ
て
て
振
り
向
い
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
返
し
ま
し

た
。
子
供
さ
ん
の
方
か
ら
い
わ

れ
た
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
次

の
日
地
区
の
老
人
会
の
例
会
に

出
席
し
た
折
、
隣
席
の
方
に
昨

日
の
話
を
思
わ
ず
話
し
て
う
れ

し
か
っ
た
と
伝
え
ま
し
た
。
当

り
前
の
事
と
思
わ
れ
る
事
で
も

新
聞
で
目
礼
も
返
っ
て
こ
な
い

さ
び
し
さ
と
か
が
投
稿
さ
れ
て

い
る
の
を
読
ん
だ
後
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
た

の
で
す
。

明
る
い
挨
拶
は
人
間
関
係
で

と
て
も
大
切
な
事
だ
と
思
わ
れ
、

い
つ
で
も
明
る
く
出
来
る
自
分

で
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

講師会

明
る
い
挨
拶地

方
講
師

村
田

雪
子

地方講師研修会〔ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ〕

８月３０日（土） 13時半～15時半

ご指導 山岡睦治教化部長

※詳細は、地方講師会報「ひまわり」を

ご覧下さい。

ミャンマー緊急支援募金の御礼

2025年 ４月４日～６月 30 日
「2025年 ミャンマー地震被災者
緊急支援募金」にご協力頂き、あ
りがとうございました。

長野教区の募金額合計

１６４,９０８円

入信のよろこびをもって布施の徳を積み、在住地の教化
活動に貢献される方

菩薩の徳を積み、毎月の収入の十分の一を奉納される方
および１,０００円以上を奉納される方

（「實相円満」の色紙を贈呈します）

特志をもって菩薩行を深めたいと思われる方
（同上色紙とバッチを贈呈）

聖使命会への入会手続きは、最寄りの組織で受け付けています。

聖使命会員の種類

護持会員……月額４００円以上

什一会員……月額１,０００円以上

特志会員……月額１万円以上

このほかに「名誉会員」もあります。

聖
使
命
会
に
入
会
さ
れ

る
と
き
に
は
、
あ
な
た
ご

自
身
で
氏
名
を
書
か
れ
た

｢

誠
魂
録｣

を
提
出
し
て
頂

き
ま
す
。

こ
の｢

誠
魂
録｣

は
、
長

崎
県
に
あ
る
生
長
の
家
総

本
山
の
龍
宮
住
吉
本
宮
内

に
、
永
久
に
奉
安
さ
れ
、

祭
祀
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
あ
な
た
は
、

常
に
神
様
の
祝
福
に
包
ま

れ
、
し
か
も
、
生
長
の
家

総
本
山
に
集
ま
っ
た
信
徒

は
も
と
よ
り
、
全
世
界
の

信
徒
が
毎
日
、
各
地
で
お

祈
り
を
し
、
聖
経
『
甘
露

の
法
雨
』
と
『
聖
使
命
菩

薩
讃
偈
』
を
読
誦
し
て
、

会
員
の
皆
さ
ま
を｢

聖
使

命
菩
薩｣

と
し
て
礼
拝
い

た
し
ま
す
。
あ
な
た
は
、

常
に
神
の
祝
福
と
と
も
に

世
界
中
の
人
々
の
清
い
愛

念
を
も
同
時
に
受
け
ら
れ

る
の
で
す
。

祝
福
を
受
け
る

聖
使
命
会
員

聖
使
命･

霊
宮
聖
使
命
の

報
告
書
・
集
計
表

は
毎
月
15
日
迄
に

ご
提
出
を
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スマートフォンから入れます。
神想観 聖経読誦

２日(土) 塚原 好男 栗林 邦子
３日(日) 小松 一教 小口 壽子
９日(土) 教化部長 手塚香おる
１０日(日) 北原 理恵 太田喜栄子
１６日(土) 大和 光男 斉藤 一生
１７日(日) 小松 智子 小松 一教
２３日(土) 教化部長 鈴木 厚子
２４日(日) 栗林 邦子 長谷尾美眞貴
３０日(土) 小泉 房子 小松 智子
３１日(日) 斉藤 洋子 鈴木 厚子

※開催時間は６時からです
ラインで配信しています。参加希望の方は
教化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

聖経読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『飛鳥讃歌』

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９８７ ６ ５４ ３２１日

日土 金 木 水 火 月 日 土金木 水 火月日 土 金木水火月日 土金木 水 火月 日土金曜

13
時
半(

白)

地
区
連
長
担
当
部
長
会
議

13
時
半(

講)

研
修
会

休
館
日

13
時

女
性
の
た
め
の
Ｎ
Ｆ

10
時
半

聖
使
命
会
Ｎ
Ｆ

10
時

栄
え
る
会
イ
ベ
ン
ト

19
時(

相)

拡
大
役
員
会

休
館
日

お
盆
休
み

休
館
日

お
盆
休
み

休
館
日

お
盆
休
み

休
館
日

お
盆
休
み

休
館
日

【
山
の
日
】

休
館
日

13
時(

白)

正
副
会
議

19
時(

栄)

ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

14
時(

講)

正
副
会
議

19
時(

相)

顧
問
会
議

休
館
日

16
時(
栄)
役
員
会

10
時

職
員
会
議

15
時

青
少
年
育
成
会
議

10
時
先
祖
供
養
祭
・
霊
牌
送
霊
祭

13
時
半

六
者
会
議

13
時
半

聖
使
命
会
感
謝
奉
納
祭
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

８

月

行

事

予

定

７月ご奉納

菓子折 中村きくみ

菓子折 山岡 聡子

（敬称略）

６月・７月先祖供養祭 奉納金

本山 茂子 折橋 政市

土屋 好正 小澤 俊治

丸山 仁子 猪俣 知子

山岡 睦治 西片 久子

小泉 房子 平谷美佐子

折橋 操子 丸山 仁子

斉藤 洋子 平島かづ枝

平谷美佐子 小松 智子

(敬称略）

奉 納 御 礼

◇ご奉納ありがとうございました。

８月３日（日）

霊牌奉送祭・先祖供養祭

☆霊牌は７月２８日までにお届けください。

10時～

会 場 生長の家長野県教化部

☆ZOOM（ズーム）でも中継をします。

・持ち物 『飛鳥讃歌』『甘露の法雨』


